
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ師走になり、今年一年もあっという間に過ぎようとしております。 

新型コロナ・ウイルスに翻弄された 1 年間でしたが、ワクチン接種も多くの方が打ち終わり、最近は落ち

着いた環境になってきたかなと感じる今日この頃です。 

来る 2022年は、新型コロナ・ウイルスの感染者、重症者が多く発生しない、そして災害の少ない、平穏な

年になることを心からお祈りいたします。 

皆様のテーブルにもお配りいたしましたが、8 月の佐賀県、長崎県雲仙市での豪雨災害にあたり、多くの

皆様から義援金を頂戴しました。当地区から総額 200 万円を RI 第 2740 地区（佐賀・長崎）に送金させて頂

きました。台湾姉妹クラブも加えた全国のロータリークラブからの支援金は総額 4600 万円に達し、佐賀県へ

3000 万円、長崎県雲仙市に 1000 万円、被災地域クラブに 505 万円を贈呈したそうです。皆様のご寄付にこ

の場をお借りし感謝申し上げます。 

本日の卓話は「特定非営利活動法人しごとのみらい」理事長の竹内義晴様よりお話しを伺います。 
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髙坂光一君（12/5：地区ロータリー財団委員会） 

石黒孝良君（12/9：糸魚川 RC） 

 

 

出席ニコニコ BOX 

 本山秀樹君：当社本社社屋を三和区野、三和

西部工業団地に新築移転し今日から営業を

開始しました。お近くにお越しの際は、お

寄りください。 

親睦委員会：12 月の会員お誕生日各お祝い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第19回例会 12月 10日(金) №18 

 
 

 
 

 
 

お誕生日 ご結婚記念日 
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配布物：週報№17 

回覧物：令和 3年 8月佐賀・長崎市の豪雨災害義

援金についての御礼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人しごとのみらい 理事長 竹内 義晴 様 

 

自動車会社勤務、プログラマーを経て、現在は妙高市で NPO 法人しごとのみらいを運営しながら、

東京の IT 企業サイボウズで「週 2 日、副業社員」として働いている。 
 

今回のテーマは、「都市部の副業人材と、地域の企業の関わりづくり」。 
 

上越を拠点に東京の企業で働いた経験から、「もしも、自分と逆の働き方……つまり、上越の企業に、

都市部で働いている人たちが副業できたら、IT や情報発信、デザインなど、人材不足に悩む上越の企業

にとっても、また、地域に貢献したいと思っている都市部の人たちにとってもよいのではないか。そう

すれば、企業や地域の持続可能性が高まるのではないか」という気づきを得て、2018 年より取り組みを

はじめる。 
 

 2020 年 4 月より、妙高市の業務委託を受けて、仕事を通じた新しい人の流れをつくる「副業人材チ

ーム」を結成。現在、仕組みづくりに取り組んでいる。 

 

  

 

例会日 プログラム 会場 

1月 7日 特定休会日 

1月14日 新年初例会 デュ オ ･ セ レッ ソ 

1月21日 
卓話者 ㈲飯塚達治建設 五十嵐健一様 

演題  白クラゲの秘密 
デュ オ ･ セ レッ ソ 

1月26日 
3クラブ合同例会 

(高田・直江津・越後春日山 RC)  
デュ オ ･ セ レッ ソ 

1月28日 振替休会日 

 
 

都市部の副業人材と、地域の企業の関わりづくり  

 
 


